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1.本 誌 は、物性物理 の研 究 を共同で促進 す るため、研 究者 がその研
究意見 を自由 に発表 し討論 しあい、 また、研究 に関連 した情 報 を速
や かに交換 しあ うこ とを目的 と して、毎月1回 編集 ・刊行 されます。
掲載 内容 は、研究論文 、研究会 ・国 際会議 などの報 告、講義 ノー ト、
研究 に関連 した諸 問題 にっいて の意 見、 プ レプ リン ト案内、 ニュー
ス な どです。
2.本 誌 に掲 載 される論 文 につ いては、原 則 と して審査 を行 ないませ
ん。但 し、編集者 が本誌 に掲 載す る ことを著 しく不適 当 と認め たも
の につ いては、改訂 を求 め、 または掲載 を拒 絶す る ことがあ ります。
3.本 誌 の掲載論文 を他 の学術 雑誌 に引用す る ときは、著者の承諾 を
得 た上 でprivatecommunicatbn扱い に して下 さい。
投稿規 定
1.原 稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し、雑誌 のページ数を節約 す るため






原 稿 は2部(オ リ ジ ナ ル 原 稿 及 び コ ピ ー)提 出 し て 下 さ い 。
数 式 、 記 号 の 書 き方 はProgress,Journalの投 稿 規 定 に 準 じ、
ミ ス プ リ ン ト が 生 じ な い よ う な 処 置 を と っ て 下 さ い 。 上 ツ キ 、 下 ツ
キ 、 英 字 の 大 、 花 文 字 、 ギ リ シ ャ 文 字 、oとaと0(ゼ ロ)、uとn
とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を
赤 で 指 定 し て 下 さ い 。
数式 は3行 にわたって大 き く書 いて下 さい。
1行 以 内 におさま らない可能 性の あ る長い数式等 は必ず 改行 の際
の切 れ目を赤で指定 して下 さい。
図 はその まま印刷で きるもの を原稿 に添 えて下 さい。 図の縮 尺、
拡 大 は致 しません。1頁(13×19c㎡)以 内 に入 らない図 、その まま印
刷 で きない図 は原則 と して著者 に返送 し、書 き改 めていただ きます。
図、表 の説 明 は別紙 に書 き、本 文中 に挿 入位 置 を赤で 明示 して下 さ
いo
投稿 後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい。
別刷 は原則 と して作 りませ ん。 ど うして も別刷 が入用 な場合 は、
投稿 の際 に所要部 数 を50部 単位 で申込 んで下 さい。別刷代 は下 記方
式 によ り、現金 で納入 していただ きます。




b:製 本代(別 刷1部 につ き)30円
別刷代一(ap十b)x十 送料
別刷代金 は別刷 を受取 ってか ら、1ケ 月以 内 に納 めて下 さい。 そ
れ よ り遅 れた場 合 には遅滞追徴金 を請求 され ることがあ ります から、
御 注意下 さい。
原稿 締切 日は毎月10日 で原則 と じて次 月発行 誌 に掲載 され ます。
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村 田 純 教氏(名 大 ・工)
o非 線形問題研究会
・第8回4月17日tt渦 の運動 とコヒー レン トな乱流構造"






物性研究36-1,「 形 の物理学」研究会報告 でA2の 目次,A68の 標題 「集落 ・住民の形態
分析 の手法 にっいて」は 「集落 ・住居 の形態分析の手法 にっいて」,又A1,A2目 次 のページ
が 「F」 になっているのは 「A」 の ミスプ リン トで した。
一293一
物性研究36-4(1981-7)
編 集 後 記
「確率50%で 雨」 と聞いて一体何%の 人 が どの程度 の信用 をするのか,何%な ら不安にな
るのか,「 不快指数 」 とともに気 にな る用語 です。 もちろん発表す る側 には明確 な定義があ る
わけですか ら答 はちゃん と返 って くる,私 な ど 「弁当忘れて も傘忘 れ るな」あるいは 「ない し
よ雨」 とい う記録 に残 らない雨 に度 々悩 まされ る山陰地方の出身 で,今 だに毎 目折 りたたみ傘
を持 ち歩いているので,予 報 その ものは全然気 にな りませんが,そ の心理的効果 は大へん興味
があ ります。おそ らく,こ の号が届 く頃には全国的に 「100%の 確率」で夏 のまっさか りだ と
思いますが,編 集会議 をや っている今は,梅 雨 に入 ったのか入 らないのか,100%雲 でおおわ
れた毎 日が続 いています。
本誌 で好評 をいただいているのは 「議義 ノー ト」 と 「研究会報告」,い ずれ も特定 の人 に し
か手 に入 りに くい ものだか らで しよう。同 じような性格 の ものとして,科 研費総合班(物 性関
係)の 報告書 の転載 を目下検討中です。(H.T.)
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本号は久保亮五教授の還暦 を記念 して,久 保教授の門下生および研究面で久保教授 と深い交
渉のあった研究者から寄せられた41篇 の論文を収録 したものである。扱 われている主題は統計



















































































所 属 機 関 名
送 本. 先
送 金 額 金 円
講読規定
個人講 読
1.会 費:当 会 の会費 は前納 制 を とって い ま'す。 したがって、3月 末 ま
で にな るべ く1年 間分会費 を御支 払い下 さい。
なお新 規講読 お申込 みの場 合 は下 記の会費以外 に入 会金 とし
て、100円 お支払 い下 さい。




(1年 分 ま とめてお支払いが困難 の向 きは1volume分 ず っ
で も結構 です)
2.支 払 いの際 の注 意:な るべ く振替用紙 を御 利用の上御納 入下 さい。
(振 替貯金 口座 京都5312)
なお通信欄に送金内容を必ず明記 して下 さい。
雑誌購読者以外の代理人が購読料 を送金 される場合、必ず購読者
本人の名前 を明記 して下 さい。
3.誌 代 の支 払遅滞 の場 合:当 会の原則 と しては、正 当 な理由 な く2
Vols.以 上の誌代 を滞納 された場合 に は、送本 を停 止す るこ とになっ
て います ので御留意 下 さい。
4.一 括送本 を受 け る場 合:個 人購読 中 に大学等 で一括配布 を受 ける
様 になった場 合 は、必ず 「個人購読 中止、一括配 布希望」の通知 を
して下 さい。逆の場 合 も同様 です。
5.送 本先 変更の場合:住 所 、勤務先 の変更等送本先 が変 った場 合 は、
必ず送 本先 変更届 を提 出 して下 さい。
学校 、研 究所等機 関購読
1.会 費:学 校 ・研究所 等での購読及 び個 人で あって も公費払 いの と
きは機 関会員 とみ な し、代 金 は、1冊730円 、1VoL4,380円 、年
間8.760円 です。 この場 合、入会金 は不用です。学校 、研究所 の会
費の支 払 いは後 払 いで も結構 です。 しか し購読 申込 みを され る時 に
支 払い に必要 な請求 、見積 、納品書各何通 必要 なのか をお知 らせ下
さい。
なお、当会 の請求書類 で は支払 いがで きない様で した ら、貴校 、
貴研 究機関 の請求書類 を送 付 して下 さい。
2.送 本 中止 の場 合の連絡:発 行途上 にあ るv。lumeの 購読途 中中止
は認 め られ ません。購読 中止 され る場合 には、1ケ 月前 ぐらいに中
止時期 を明記 して 「購読 中止届」 を送付 して下 さい。
雑 誌未 着の場合f発 行 日よ り6ケ 月以 内 に当会 まで ご遮絡 下 さい。
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